大会結果報告書（各競技日毎の結果）

	第１ 日目
	2018年9 月14 日（金）
	☐成立
☑不成立



	参加の意志表示をした選手数
	　人
	ＤＱ
	　



	ﾀｽｸ／ （）でターンポイント半径（単位:m）を入力すること：

タスク距離： km   　

	競技内容  　Race/Elapsed
テイクオフオープン   :   
テイクオフクローズ   :    
スタートターンポイント　
	スタートシリンダー　 m
1stスタートゲート  :   
スタート回数　    回
スタートインターバル   分
	ESS　m
タスクフィニッシュ　　:
ランディング報告締め切り　　:
タスクレポート締め切り　　:

	得点計算式：GAP2016

	GAPパラメータ：　ミニマムディスタンス6km,ノミナルディスタンス 35km,ノミナルタイム 1:00,ノミナルゴール 20%

	気象条件：概況：秋雨前線の停滞により曇り時々雨。最低気温20℃C・最高気温25.6℃

	　　　　風向： 南東風速　1～3m/s

	　　　　サーマルトップ、積雲有無：

	 概要： 曇り時々小雨で競技キャンセル。

	

	

	

	

	

	



タスクボード					　　パイロン地図（任意貼り付け）
（上の表にタスク記入or 写真添付で選択可能）
写真を挿入するとデータ容量が大きくなるため（JHFメールの１通あたりの受信制限が20MB）、圧縮して貼りつけてください。			　　
























	第　２日目
	2018年9 月15 日（土）
	☐成立
☑不成立



	参加の意志表示をした選手数
	　人
	ＤＱ
	　



	ﾀｽｸ／ （）でターンポイント半径（単位:m）を入力すること：

タスク距離： km   　

	競技内容  　Race/Elapsed
テイクオフオープン   :   
テイクオフクローズ   :    
スタートターンポイント　
	スタートシリンダー　 m
1stスタートゲート  :   
スタート回数　    回
スタートインターバル   分
	ESS　m
タスクフィニッシュ　　:
ランディング報告締め切り　　:
タスクレポート締め切り　　:

	得点計算式：GAP2016

	GAPパラメータ：　ミニマムディスタンス6km,ノミナルディスタンス 35km,ノミナルタイム 1:00,ノミナルゴール 20%

	気象条件：概況：昨日より前線が近づき一日中、雨。最低気温20℃・最高気温24℃

	　　　　風向： 東北東　風速2～5m/s

	　　　　サーマルトップ、積雲有無：

	 概要： 雨が一日降り競技キャンセル

	

	

	

	

	

	



タスクボード					　　パイロン地図（任意貼り付け）
（上の表にタスク記入or 写真添付で選択可能）
写真を挿入するとデータ容量が大きくなるため（JHFメールの１通あたりの受信制限が20MB）、圧縮して貼りつけてください。			　　
























	第　３日目
	2018年9 月16 日（日）
	☑成立
☐不成立



	参加の意志表示をした選手数
	　52人
	ＤＱ
	　0.6030



	ﾀｽｸ／ （）でターンポイント半径（単位:m）を入力すること：

タスク距離： km   　

	競技内容  　Race/Elapsed
テイクオフオープン   :   
テイクオフクローズ   :    
スタートターンポイント　
	スタートシリンダー　 m
1stスタートゲート  :   
スタート回数　    回
スタートインターバル   分
	ESS　m
タスクフィニッシュ　　:
ランディング報告締め切り　　:
タスクレポート締め切り　　:

	得点計算式：GAP2016

	GAPパラメータ：　ミニマムディスタンス6km,ノミナルディスタンス 35km,ノミナルタイム 1:00,ノミナルゴール 20%

	気象条件：概況：停滞していた前線は西からの寒気を伴った高気圧により遠ざかり雲が多いながらも晴れ間の出る天気

	　　　　風向： 東　風速　2～4m/s

	　　　　サーマルトップ、1250m積雲有無：あり

	 概要： 一番の難関はテイクオフ前。ここで上げられず降りる選手が多かった。また、何とか上げても足尾の山並み

	は800～900m程と雲底が低く西側にこぼれる事が精いっぱいの選手も多かった。ビックシリンダーのターンポイント

	で選手のコース取りが分かれ短い距離だったが大きくタイム差がついた。若手の小梶選手は先頭グループではやや遅

	れ気味だったが加波山からのコースが良く、また思い切りの良い飛びでファーストゴール。しかし後から追った大門

	選手が渋いサーマルでスタックする選手を追い越し44分と言う圧倒的な速さでタイムトップとなった。

	

	



タスクボード					　　パイロン地図（任意貼り付け）
（上の表にタスク記入or 写真添付で選択可能）
写真を挿入するとデータ容量が大きくなるため（JHFメールの１通あたりの受信制限が20MB）、圧縮して貼りつけてください。			　　
[image: F:\足尾大会\EJC18\MEMO0077.JPG]




	第　４ 日目
	2018年9 月17 日（月）
	☑成立
☐不成立



	参加の意志表示をした選手数
	　52人
	ＤＱ
	　0.5261



	ﾀｽｸ／ （）でターンポイント半径（単位:m）を入力すること：

タスク距離： km   　

	競技内容  　Race/Elapsed
テイクオフオープン   :   
テイクオフクローズ   :    
スタートターンポイント　
	スタートシリンダー　 m
1stスタートゲート  :   
スタート回数　    回
スタートインターバル   分
	ESS　m
タスクフィニッシュ　　:
ランディング報告締め切り　　:
タスクレポート締め切り　　:

	得点計算式：GAP2016

	GAPパラメータ：　ミニマムディスタンス6km,ノミナルディスタンス 35km,ノミナルタイム 1:00,ノミナルゴール 20%

	気象条件：概況：気圧配置は昨日とあまり変わらないが上空の寒気が強まった為にさらにサーマルは活発となった>

	　　　　風向： 　東　風速　2～5m/s

	　　　　サーマルトップ、1500m　積雲有無：あり

	 概要： この日もトリッキーなテイクオフ前で上げられずランディングする選手が相次ぐ。テイクオフ前で上げた選

	手も足尾の山並みの雲底が低く西側平野にこぼれただけの選手も多かった。二回目スタートで動いた選手もコースに

	よって大きく明暗が分かれゴール付近に田中・砂間・加藤らの有力選手も多く降りた。鈴木由路選手がファーストゴ

	[bookmark: _GoBack]ール。その後、最後のスタートで板垣選手が59分の最速タイムでゴールし、全員で10名の選手がゴールした。

	

	

	



タスクボード					　　パイロン地図（任意貼り付け）
（上の表にタスク記入or 写真添付で選択可能）
写真を挿入するとデータ容量が大きくなるため（JHFメールの１通あたりの受信制限が20MB）、圧縮して貼りつけてください。			　　[image: F:\足尾大会\EJC18\MEMO0079.JPG]







	第　 日目
	201年 月 日（）
	☐成立
☐不成立



	参加の意志表示をした選手数
	　人
	ＤＱ
	　



	ﾀｽｸ／ （）でターンポイント半径（単位:m）を入力すること：

タスク距離： km   　

	競技内容  　Race/Elapsed
テイクオフオープン   :   
テイクオフクローズ   :    
スタートターンポイント　
	スタートシリンダー　 m
1stスタートゲート  :   
スタート回数　    回
スタートインターバル   分
	ESS　m
タスクフィニッシュ　　:
ランディング報告締め切り　　:
タスクレポート締め切り　　:

	得点計算式：GAP2016

	GAPパラメータ：　ミニマムディスタンス6km,ノミナルディスタンス 35km,ノミナルタイム 1:00,ノミナルゴール 20%

	気象条件：概況：

	　　　　風向： 　　風速　m/s

	　　　　サーマルトップ、積雲有無：

	 概要： 

	

	

	

	

	

	



タスクボード					　　パイロン地図（任意貼り付け）
（上の表にタスク記入or 写真添付で選択可能）
写真を挿入するとデータ容量が大きくなるため（JHFメールの１通あたりの受信制限が20MB）、圧縮して貼りつけてください。			　　
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